
平成28年３月８日
富山県警察本部
生活安全企画課 防犯だより

ホームページ

（スマートフォン対応）

息子や孫をかたって電話をかけ、トラブルが発生したことを装い、
急いで現金を用意するよう要求するのは、特殊詐欺の手口です。

電話の声だけで見破るのは困難ですので、本人が以前から使用して
いる電話番号にかけ直して確認してください。

大切な人(息子、孫)等

の危機を訴える
「会社のお金を電車で失くした」
「痴漢に間違われて示談金を払
わないと逮捕される」

じっくり考える時間を

与えない
「今日中に払わないと訴えられる」
「お金がすぐに必要」

他の人に

相談しにくいストーリー
「不倫相手を妊娠させてしまった」
「会社の金を使い込んだ」

手口 その３手口 その２

２月29日午前10時頃、Ａさん(80歳代・女性)宅に、孫をかたる男から電話がかかり、「体の調子が悪くて
病院へ行ったら、喉にポリープがあることが分かった。結果は、３日後に出る。」等と言われ、電話をかけてき
た男が本当の孫であると信じた。
同日午後６時頃、再び同男から電話がかかり、「実は、病院で診察を受けているときに、通帳や携帯電話、
会社の大事な物が入った鞄を盗まれた。通帳には、2,000万円ほど入っていた。」等と言われた。
その後、電話の相手が孫をかたる男から上司のオオツカと名乗る男に代わり、「盗まれた2,000万円の援
助をできないか。物が見つかれば、お返しする。」等と言われ、Ａさんは、1,000万円なら準備できる旨を返
答した。
翌３月１日午前10時頃、Ａさん宅に、再び孫をかたる男から電話がかかり、「今からオオツカの息子がお金
を取りに行くから、お金を渡してほしい。自宅近くの保育所まで持って来てほしい。」等と言われた。
Ａさんは、自宅で保管していた1,000万円をポーチに入れ、自宅を出て、付近の保育所へ向かったところ、
若いスーツ姿の男が現れたことから、同男に現金1,000万円が入ったポーチごと手渡した。
その後、孫をかたる男と連絡が取れなくなったことを不審に思い、Ａさんが家族を通じて本当の孫に確認し
たところ、詐欺の被害に遭っていたことに気付き、警察へ届け出たもの。
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